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石富先生◆来待小学校では，「自
己」「教材」「仲間」とのかかわり
を豊かにしながら，進んで運動に
親しみ，日常的に取り組もうとす
る児童の姿をめざし，体育科の学
習を通して校内研究を進めてきま
した。

平野朝久先生◆子どもは本来どの
ように学び，育つのかということ
を，全教科の授業を観察しながら
研究しています。最近は，自分の
子ども（５歳）の日常の行動を観
察しながら確かめているところで
す。

松田先生◆もともとの容量が小さ
いなか，それを自覚せず作業量を
集中させてしまったため，現在，
仕事は完全に「フリーズ（凍結）」
状態。ほんとうにごめんなさい。
少しずつ「解凍」していますので，
あと少しだけお待ちください。

鈴木先生◆東京学芸大学に異動し
て６か月が経ちます。徐々に環境
にも慣れてきました。新たな「人」
と「知」との出会いに恵まれ，充
実しています。今年は往復４時間
弱の通勤時間の，過ごし方の充実
が目標です。

飛鳥井先生◆たくさんの方から多
くを学ばせていただきました。最
近はグラウンド改修のためなかな
か外体育ができず，外で思いきり
体を動かすことの重要性をしみじ
み感じました。今後も体を動かす
楽しみを大切にしたいと思います。

平野文夫先生◆器械運動のビジュ
アル解説を４回連続で執筆させて
いただきましたが，改めて勉強に
なりました。前段運動を中心に取
り上げましたが，日常の遊びのな
かでの大切さや他の領域とのつな
がりを再確認しました。

伊東先生◆１年間のまとめの時期，
今年度は６年生なので体育の授業
や学校生活のまとめに取り組んで
います。忙しい時期ですが，子ど
も達といっしょにまとめをしつつ，
来年度に向けての準備もしていか
なければなと感じています。
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一
分
三
十
秒
に
こ
め
る

「
自
分
ら
し
さ
」

私
は，小学校５年生のときに

エアロビックと出会いまし

た。本格的に始めたのは１５

歳のときからです。最初は，大好きな

音楽にのって弾むように踊る楽しさを

覚えました。それからエアロビック競

技にのめり込み，現在では選手として

国際大会に出場し，競技の奥行きや世

界の競技力の高さを実感することが多

くなりました。エアロビック競技は体

操競技の１つとして試合が行われてい

ます。

私がエアロビック競技に出会い，最

も興味を引かれたのは，エアロビック

独特の技，そして個性あふれる表現力

です。１分３０秒のスピード感あふれる

動きの中で次々と技が繰り広げられ，

さらに個々の表現が求められるところ

は，他の競技にはないおもしろさがあ

ります。

試合時には高い集中力と精神面の強

さやタフさをふまえ，自分らしい演技，

そして自分自身で納得のいく演技をす

ることを最も重視しています。「自分

らしさ」とは，小柄な体格を生かし，

最初から最後までスピードを落とすこ

となく高難度の技を正確にこなすこと

です。近年では，世界の強豪選手のも

つ高い技術力を身につけるべく，体操

競技のトレーニングを取り入れていま

す。また，力強い演技をするためにメ

リハリのある表現や目力で迫力を出す

工夫もしてきました。さらに，歯切れ

のよい音楽を選曲することでよりエア

ロビックらしさを強調し，同時に重心

の引き上がった美しい演技にもこだわ

っています。毎回の試合で，そのとき

できる最高のパフォーマンスを全力で

出し切ることと，たとえ１つの失敗が

あっても最後までミスをカバーする執

念を見せることが，自分らしい納得の

いく演技で

す。その目

標がクリア

できたとき

には，言葉

には表せな

い達成感が

あります。

昨年のアジ

ア選手権で

いちばんこ

だわったこ

の「自分ら

しさ」は優勝争いへとつながり，今後

の人生を左右する大変貴重な経験と自

信になりました。

現在では，東京学芸大学大学院で技

の指導法などの研究を行いながら，同

クラブ所属のユース選手や，学校の授

業でも子どもたちへの指導を行ってい

ます。玉川学園では，非常勤講師とし

て，エアロビック特有のダイナミック

な動きで，全身を使って思い切り躍動

する爽快さを一緒に実感してほしいと

思いながら，指導をしています。

今後も，ワールドカップやFIG（国

際体操連盟）ワールドシリーズ，世界

選手権大会と国際大会が続きますが，

選手としての目標を達成するためにも，

大学院という大変貴重な学びの場を大

切にし，選手として，指導者としての

今後の人生に役立てていきたいと思い

ます。そして，学校現場など様々な場

面を通じて，多くの子どもたちにエア

ロビックというスポーツの魅力を伝え

ていけたら，と願っています。

武
内

麻
美

たけうち・あさみ 佐賀県出身。第１回アジア選手権
大会女子シングル部門’０９銀メダリスト。チームジャ
パンのエースであり，全日本選手権４連覇中。今年６
月に世界選手権大会，７月と１０月にFIG（国際体操連
盟）ワールドシリーズに出場予定。

第２０回世界エアロビック選手権大会で
演技する武内選手

WAVE ● 3



児童青年精神科医からみた体育
─発達障害と運動─

私は児童・思春期精神科の専門病院で，統合失

調症やうつ病といった病気や，自閉症，アスペル

ガー，ADHD（注意欠陥多動性障害）といった

発達障害の子どもたちと接してきました。発達障

害をもつ子どもたちは自分の気持ちをうまく表現

できず，また相手の気持ちを理解するのも苦手で

す。学校現場では“からかい”や“いじめ”の対

象になりやすく“不登校”や“引きこもり”との

関連が指摘されています。家庭で虐待を受けた子

どもたちも多く，心にいろいろな問題を抱えてや

ってきます。

私が出会った子どもたちの話をいくつか紹介す

るとともに，特に発達障害をもつ子どもたちの運

動に関する私の率直な思いをお話したいと思いま

す。

■虐待を受けたＡ君

Ａ君は実の父親から小さいときに度重なる激し

い暴力を受け，時には頭皮を縫合したり，脳挫傷

を負うこともありました。小学校高学年になって

学校や家庭で激しい暴力を振るうようになり，入

院になりました。入院したときのＡ君は大人をま

ったく信用することができず，またほかの子ども

たちに対しても些細なことで衝動的に暴力を繰り

返していました。自己評価がとても低く，頭では

暴力はいけないとわかっているものの，何度も繰

り返し，また自分の過ちを認めたり，謝ったりす

ることはまったくできませんでした。「これが終

わったら一緒に○○しよう」と約束しても「嘘

だ！！」と，言葉で説明してもなかなか信じても

らえませんでした。

Ａ君はサッカーが大好きでしたが，ほかの子ど

もたちと一緒だとルールが守れず，またすぐに興

奮して暴言や暴力などのトラブルになるため，み

んなと一緒にサッカーをすることはできませんで

した。

そこでＡ君と職員１対１で一緒にサッカーをす

る時間をもつことにしました。最初は戸惑いがあ

るのかボールを黙々と蹴り返すだけでしたが，す

ぐにグラウンド中をボールを蹴って走り回るよう

になりました。時間の延長をせがんだり，サッカ

ーのあとに，暴力を振るいたくないのに止められ

ないこと，本当はみんなと一緒に遊びたいことな

どを話すようになりました。またボールを遠くに

蹴ってしまったり，人に当ててしまったりしたと

きなどに「先生，大丈夫？」「ごめんなさい」と

相手を思いやる気持ちも出るようになりました。

大勢の子どもたちの中ではまだまだトラブルが

多く，暴力に至ることもありますが，大人と１対

１では自分の気持ちやいけなかったことなどを素

直に話ができるようになりました。

■人前で話をしないＢさん

Ｂさんは小学校３年生のときに学校でいじめに

合い，だんだん登校できなくなりました。そのこ

ろから家で母親や妹とはたくさん話をするものの，

外ではまったく話をしなくなりました。徐々に引

きこもり状態となり，それとともに家で母に思い

通りにならないと暴言や暴力を振るうようになり，

入院となりました。

質問に対してうなずいたり，首を振ったりはす

るものの，まったく声を発することはありません

でした。将棋やゲームに誘ってもなかなか参加せ

ず，ほとんどの時間を自分の部屋でひとりでゲー

ムをしたり，本を読んだりして過ごしていました。

その病棟には卓球台が置いてあり，入院中の子

どもたちがよくやっていました。Ｂさんも職員に

声をかけられてしぶしぶ参加するようになりまし

たが，だんだんほかの子どもとも一緒に卓球をす

るようになりました。ダブルスで対戦し，うまく

点数を入れたときなどに「やったー」などの言葉

が聞かれるようになり，少しずつ特定の仲のよい

子とは会話もできるようになりました。退院する

ころには相手が失敗したときに「ドンマイ」など，

相手を思いやる言葉をかけることもできるように

なりました。

■引きこもりのＣ君

Ｃ君は中学生の男の子。広汎性発達障害と診断

アクセス ナウ！ 埼玉県立精神医療センター 川上 俊亮
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されています。学校で友人関係がうまくいかず，

不登校になり，自宅でも特に高圧的な父親に対し

て反抗し，時に暴力を振るうこともあり，相談に

みえました。父親はＣ君と一緒に過ごしたい気持

ちはあるものの，２人きりになるとつい悪いとこ

ろにばかり目がいってしまい，あれこれ命令した

り，「これだからダメなんだ！」とＣ君に対して

否定的なことばかり言ってしまうとのことでした。

そこで毎週末に父子で一緒にジョギングをするこ

とを提案しました。最初Ｃ君は「朝起きるのが嫌

だ」「外は寒いから嫌だ」と渋っていましたが，

徐々に時間や距離，日数が増え，毎日のように一

緒にジョギングをするようになりました。たまに

父子でケンカをするようなことがあっても，ジョ

ギングは休まずに続け，一緒に大会にも参加する

ようになりました。

お互いに口下手でうまく気持ちが伝えられない

人たちには，あまり会話を必要としないジョギン

グがよいのかもしれません。

■ADHDのＤ君

通称「がんばり表」とよばれるものに取り組ん

でいる子どもがいます。これはラジオ体操のスタ

ンプカードみたいなもので，目標を決めて，よい

行動をした際にシールを貼り，そのシールの個数

に応じてご褒美がもらえるというものです。

Ｄ君は小学３年生の男の子。ADHDと診断さ

れています。授業中の立ち歩きが激しく，課題に

もまったく取り組めず，注意されると興奮して暴

言を吐くなどの行動があり，入院となりました。

当初は入院自体に反発し，反抗的な態度が目立ち

ました。

そのＤ君に対して「がんばり表」を始めること

にしました。当初はご褒美として，自室でゲーム

ができることやお菓子を設定しましたが，なかな

か意識づけが図れず，うまくいきませんでした。

そこでご褒美として外でキャッチボールをすると

いう取り組みを行いました。授業中に短時間なが

ら着席し，まったく取り組めなかった算数の課題

にも少しずつ取り組むようになったり，興奮した

ときに暴言を吐くなどの行動に変わりはないもの

の，落ち着いたあとに振り返って謝るなど，徐々

に目標を意識した行動がとれるようになり，シー

ルを貼る時間を楽しみにするようになりました。

ここからは特に発達障害をもつ子どもに関する

体育に対して私の意見を述べようと思います。

一般的にADHDの子どもたちは体育など身体

を動かすことが大好きで，逆に広汎性発達障害の

子どもたちは体育に苦手意識をもっていることが

多いように思います。

特に広汎性発達障害の子どもたちは身体意識が

弱く，感覚統合が上手でないことから運動自体が

苦手であったり，ルールの理解が難しく，他人と

協力するといったチームプレイが苦手，複数の動

作を同時にするのが苦手，その場での状況判断を

臨機応変にするのが苦手，また一度苦手意識をも

つとなかなかネガティブなイメージが消えにくい

といった特性があります。そのため体育の授業に

参加するのが嫌で登校を渋るというケースも少な

くありません。

また，からかわれたり人前で失敗するのを過度

に心配して，集団での体育の参加はかたくなに拒

むものの，少人数や大人相手の運動はすすんです

る子もいます。体育の先生にはそういった特性へ

の配慮をお願いしたいと思います。

特に特別支援学級において，私から見るとかな

り厳しい指導をされている例をしばしば見かけま

す。強制しない，参加できるところから参加させ

る，疲れているときは見学やお休みにするといっ

た選択肢を与える，など個人個人に合わせた柔軟

な対応は必須と考えます。頭ごなしの指導をしな

い，否定的な言い方をしないで，具体的にどうす

ればいいのかを肯定的に教える，といった指導者

側の配慮も重要です。

つらくても「NO」と言えない子どもたちも多

いのです。過大な課題に対しても何も言わずに

黙々と取り組むうちに，“燃え尽きてしまう”子

どもも多く見られました。指導者の方には，つい

ついさらなる課題を与え，さらに「がんばる」こ

とを求めすぎないようにお願いしたいと思います。

発達障害の子どもたちも，本来は体を動かすの

が大好きなのだと感じることが多いです。それを

ずっと好きでいられるようにするのが，周囲の大

人たちの役目ではないでしょうか。苦手意識をも

たず，運動が下手な子は下手な子なりに運動を楽

しめるようになってもらいたいものです。

かわかみ・しゅんすけ／医師，小児科専門医。１９７７年生まれ。京都市出身。山形大学医学部卒業後，京都大学医学部附属病院小児科などでの研修
を経て，平成１８年より東京都立梅ヶ丘病院に勤務。平成２２年４月より埼玉県立精神医療センターに勤務する。著書に『ADHDのある子どもの学
校生活』（農村漁村文化協会）（共著）がある。
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はじめに

本校では，第４８回全国学校体育研究大会島根大

会に向けて，３年間体育の研究に取り組んできた。

児童が教材と出会い，『今の自分』から『わかる

自分，できる自分』へと成長するためには，学習

課題を解決していく過程で，自己や教材，仲間と

のかかわりが重要となる。それら３つのかかわり

を豊かにしながら，より体育学習の質を上げてい

くことが１人ひとりの学びを深めると考え，【か

かわり合って，ともに高め合う体育科の学習 ――

「自己」と「教材」と「仲間」との『豊かなかか

わり』を生み出す体育学習を求めて ―― 】とい

う研究主題を設定し，研究を進めてきた。

今日の実践では，中学年で行うゲーム領域の

「ゴール型ゲーム」へのつながりを考え，共通す

る動きや技能を系統的に身につけていくことがで

きるように，第２学年の「ボールゲーム」で，

「逆向きゴールシュートゲーム」の実践を試みた。

実践内容

（１）単元名「シュートゲーム」

（２）単元の目標

�簡単なボール操作やボールを持たないときの動
きによって，ボールを投げて的に当てるゲーム

やゴールを置いて攻めと守りのあるゲームをす

ることができる。（技能）

�運動に進んで取り組み，きまりを守って仲よく
運動をしたり，勝敗を受け入れ，場の安全に気

をつけたりすることができる。（態度）

�簡単なルールを工夫したり，攻め方を決めたり
することができる。（思考・判断）

（３）運動の特性

〈一般的特性〉

�的にボールを当てたり，ゴールに向かってシュ
ートしたりして得点を競い合うことが楽しい運

動遊びである。

�投げる・捕るなどのボールを扱う技術，相手を
かわす・止まるなどの状況に応じて体をコント

ロールする技術からなる。

�コートの中と外に分かれて攻守の入れ代わりが
あり，攻守の入れ代わりが連続して起こるので，

人やボールの動きから状況を判断する能力が求

められる。

�的に当てる・ゴールに入れる・パスなどのボール
を投げる能力を伸ばすことができる。

�ボールや人をよく見て動こうとするといった動
きを工夫する力が高まる。

�ボールを持っているとき，持っていないときの
攻め方や守り方の動きを工夫する楽しさがある。

�チームプレイなので，友達と協力し合ったり励
まし合ったりして，喜びを分かち合える。

�作戦を工夫することで，チームとしてまとまっ
た動きができるようになる。

〈児童から見た特性〉

�投げる・捕るといった技能の差，経験による個
人差等があり，思うようにボールの操作ができ

なかったり，動けなかったりすると楽しくない

と感じることがある。

�的にボールを命中させたり，ゴールにシュート
をきめたりすることが楽しいと感じている。

�相手をかわしながら走ったりパスしたり，ボー
ルをとりに行ったり，相手の攻めをさえぎった

りするところにおもしろさを感じている。

（４）児童の実態

男子１２名，女子９名，計２１名。体を動かすこと

を好み，体育の時間が好きだという児童が多い。

休み時間には，校庭や体育館で，友達と一緒にボ

ール遊びをしたり，遊具を使って遊んだりしてい

る。一方，体を動かすことより，本を読んだり楽

器を使ったりすることを好む児童もいる。

（５）指導にあたって

児童の体育やボールゲームが好きだという気持

2年生／ボールゲーム

島根県松江市立来待小学校教諭 石富 晶子

ゴール型ゲームへのつながりを考えた
逆向きゴールシュートゲームの授業
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ちを大切にし，本単元を通してその気持ちが持続

し，さらに高まっていくようにしたい。また，児

童１人ひとりに，基本的なボール操作やボールを

持たないときの動きが身につくようにして，友達

とかかわりながらボールゲームの楽しさを味わう

ことができるようにしていきたいと考える。

この単元が終わっても，児童が休憩時間や家庭

で，進んでボールゲームやその他の運動を楽しも

うとする姿をめざして，本単元の指導に取り組み

たい。

〈教材とのかかわり〉

―運動特性や児童の実態に応じた単元構成の工夫

シュートゲームは，相手をかわしながら走った

りパスしたり，ボールをとりに行ったり相手の攻

めをさえぎったりしながら，的にボールを当てた

り，ゴールに向かってシュートしたりしてチーム

で得点を競い合うことが楽しいボールゲームであ

る。また，児童は，昨年度２年生がゴールシュー

トゲームをしている様子を見て，自分たちも２年

生になったら同じようにゲームをしたいという思

次 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

学
習
過
程

つかむ 深める 広げる

オリエンテ

ーション

ねらい�
ルールを守って的当

てゲームを楽しもう。

ねらい�
みんなで動いてシュートを決めてゲー

ムを楽しもう。

ねらい�
パスをつないでみんなで楽し

く仲よくゲームをしよう。

学
習
活
動

体つくり運動

○オリエン

テーショ

ン

○試しのゲ

ーム

的当てゲ

ーム

○振り返り

○めあての確認

○的当てゲーム

・ゲーム１

・振り返り

・ゲーム２

○まとめ

○めあての確認

○シュートゲーム

・ゲーム１

・振り返り

・ゲーム２

○まとめ

○めあての確認

○ゴールシュート

ゲーム（向き合

ったゴール）

・ゲーム１

・振り返り

・ゲーム２

○まとめ

○めあての確認

○ゴールシュート

ゲーム（反対向

きのゴール）

・ゲーム１

・振り返り

・ゲーム２

○まとめ

○ゴール

シュー

トゲー

ム大会

評
価
規
準

〈技能〉
・ねらったところにボールを投げ

ることができる。

・ボールを捕ったり止めたりする

ことができる。

・ボールを操作できる位置に動く

ことができる。

〈態度〉
・今できる動きに取り組もうとし

ている。

・きまりを守り，仲よくゲームを

している。

〈思考・判断〉
・ゲームの行い方を知り，攻め方

を見つけている。

〈技能〉
・ゲームの中でパスを使ったり，シュ

ートをしたりすることができる。

・ボールを捕ったり止めたりすること

ができる。

・ボールが飛んできたり，転がったり

してくるコースに入ることができる。

〈態度〉
・少し努力すればできそうな動きに取

り組もうとしている。

・きまりを守り，仲よくゲームをして

いる。

〈思考・判断〉
・みんなで楽しくゲームができる場や

得点の方法などの規則を選んでいる。

〈技能〉
・味方や相手の位置をよく見

てパスをしたり，パスを受

けてシュートしたりするこ

とができる。

・ボールを捕ったり止めたり

することができる。

・ボールや友達の動きを見て，

ボールを操作できる位置に

動くことができる。

〈態度〉
・少し努力すればできそうな

動きに取り組もうとしてい

る。

・きまりを守り，仲よくゲー

ムをしている。

〈思考・判断〉
・ゲームの動き方を知り攻め

方や守り方を見つけている。

評
価
方
法

・観察

・教え合いの様子

・発言 ・話し合い

・学習カード

〔表１／指導計画と評価規準（全１０時間 本時 ８／１０）〕
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Ａコート Ｂコート

ゲーム１ 赤―緑 青―黄

ゲーム２ 緑－黄 青―赤

いをもち続けていた。そのような運動の特性や児

童の思いを生かして，的当てゲーム，シュートゲ

ーム，ゴールシュートゲームという内容で単元を

構成することとした。

的当てゲームは攻守を交代するので，的をねら

ってボールを投げたり，的に当てられないように

守ったりして，みんなでゲームを楽しみながら簡

単なボール操作をすることができるようになる。

シュートゲームは攻守が入り交じるので，走る・

パスするといった動きが出てきて，運動量も十分

確保できる。また，ボールを持たないときの動き

を意識する必要が出てくる。

ゴールシュートゲームでは攻守が入り交じるゲ

ームに慣れ，チームプレイを考えて動くことも期

待できる。経験や技能などの個人差を考え，だれ

もがゲームを楽しむことができるように，ゴール

を向かい合わせて行うゲームとゴールを反対向き

にして行うゲームの２つを取り入れることとした。

これまでの取り組みで，現在の３年生児童はゴ

ールにシュートするおもしろさを感じ，ゴールシ

ュートゲームを好んで行った。ゴールを向かい合

わせてゲームをしたときに，ゴールを守るゴール

マンの隙をついてシュートする，速いシュートや

強いシュートができるといったよさもあったが，

速い動きについていくことができない児童がいる，

特定の児童だけが攻めてパスがうまくつながらな

い，速くて強いシュートをゴールマンが怖がると

いったことも課題として出てきた。どの児童もゴ

ールを使ったシュートゲームに楽しさを感じ，や

りたいという思いをもっていたので，ゴールの大

きさや距離，向きなどを考え試してみた。また，

コートのサイドを自由に動くことができるフリー

マンや５歩ルールなども取り入れてみた。その結

果，ゴールの向きを反対にしてゴールマンは置か

ないとすることが，パスをつなぎ児童の動きを広

げるのに効果的だと考えられた。ゴールに回り込

んでシュートするため，速攻や個人プレイでは得

点につながりにくくなり，パスを回したり声をか

け合って動いたりするチームプレイが必要になっ

てくる。また，ボールを持たないときの動きを児

童が意識できる場も生まれてくることになる。本

時では，ゴールを反対向きにしたゴールシュート

ゲームを行い，教材とのかかわりについてどうで

あったか考えていきたい。

（６）指導計画と評価規準（全１０時間）

前ページ〔表１〕のように作成した。

（７）本時の学習

（逆向きゴールシュートゲーム：８／１０時間）

�ねらい
・友達やボールを見て動いたり，ボールを操作し

たりすることができる。（技能）

・ルールを守って，友達と仲よくゲームをするこ

とができる。（態度）

�展 開

〔表２〕のように計画し，実践した。

�場の設定
（次ページの図参照）

�はじめのルール
・１チーム５～６人

・１ゲーム７分

・はじめと終わりには整列してあいさつ。チーム

で円陣を組んで元気よくかけ声をかける。

・ゲームのはじめと，得点の後はゴールの前から

パスして始める。

・ゴールに入ったら１点

・持っているボールをたたいたり，取ったりして

はいけない。

・１ゲーム終わったら，振り返りをする。

・その他のことが起きたときは相談して決める。

�対戦表

▲ゲーム ▲チームで振り返りの話し合い ▲学習カードの記入
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（８）授業の実際

逆向きゴールでゴールマンをおかないゲームは，

人数は５対５または５対６の赤・青・黄・緑の４チ

ーム，コート２面を使って行った。

ゴールに回り込んでシュートするため，速攻や

個人プレイでは得点につながりにくくなり，パス

を回したり声をかけ合って動いたりするチームプ

レイが必然的に出てきた。ゴールの近くでは，ゴ

ールの斜め前や正面付近，ゴールの後ろなどの位

置につき，パスを回したりフェイントをかけたり

しながらシュートをきめようといったポジション

や，ボールを持たないときの動きを意識するよう

なプレイも見られた。速いシュートや強いシュー

トだけでなく，ゴールを守る児童をかわすように

高くフワッとしたシュートや足の間を抜く下から

のシュートなどもするようになった。

おわりに

「逆向きゴールシュートゲーム」では，すべての

児童がゴールシュートゲームのおもしろさを感じ，

「楽しかったからもっとやりたい」「今日はこんな

ことができたから，次はこんなことができるよう

になりたい」という声をたくさん聞くことができ

た。パスをつなぎ，児童の動きを引き出すのに有

効であったと思われる。

今回行ったゴールを反対向きにしたゴールシュ

ートゲームはひとつの試みであり，課題もあると

考える。今後も，進んで運動を楽しもうとする児

童の姿をめざして，授業実践を積み重ねていきた

い。 （いしとみ・しょうこ）

ステージ

Ａコート

得点板

ゴール（反対向き）

タイマー

Ｂコート

※半円は，シュートするときに
入ってはいけないエリア
外側のラインは攻め側が入っ
てはいけない。
内側のラインは守り側が入っ
てはいけない。

得点板

〔図／場の設定〕

学習活動 支援・手立ての工夫 ※評価の視点

１．体つくり運動をする。

・ボールキャッチ，パス など

２．整列・あいさつ

パスをつないでみんなで楽しく

仲よくゲームをしよう。

３．本時のめあてを確認する。

４．ゲームをする。

・ゲーム１

・チームで振り返り

・ゲーム２

５．学習のまとめをする。

・チームや友達のよいと思うとこ

ろを発表する。

・学習カードに書く。

６．整列・あいさつ・片づけ

・ゴールシュートゲームにつながる技術を高める運動を取り入れる。

・十分に体を温めるようにする。

・上手に運動しているところを見つけてほめるようにする。

・本時のめあてを確認し，学習への意欲を高める。

・学習内容を理解するために，めあて，ルールなどを掲示する。

・ゲームをしているとき，上手な動きや友達とかかわり合っている

ところを見つけてほめるようにする。

・全員がボールに触ることができない，思うようにできないチーム

には振り返りのときに助言する。

※友達やボールをよく見て動いたり，ボールを操作したりしている。

（観察・発言・学習カード）

※ルールを守って友達と仲よくゲームをしている。

（観察・発言・学習カード）

・よいところ，課題など，全体で考える場を設定し，次への意欲や

めあてにつながるようにする。

・学習カードに書く時間をとり，本時の振り返りができるようにす

る。

〔表２／展開〕

２年生／ボールゲーム ● 9
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はじめに

子どもたちのゲームの中での活発な動きと息づ

かいが印象的な授業だった。石富先生はずいぶん

手ごたえを感じられているようだった。ただ，迷わ

れてもいた。それは，体育では将来，いわゆる種

目としての「スポーツ」につながっていくものを

教えなければならないと思えるから，「逆向きゴ

ール」のゲームなどはスポーツを変形しすぎてい

るのではないか，ということについてであった。

しかし，むしろこの教材には，これからの体育

学習のあり方を考えるうえで，たいへん重要な視

点が含まれている。そこでここでは，どうして

「逆向きゴール」のゲームが，授業実践の報告に

もあるように，豊かな体育の学習を子どもたちに

引き起こしたのかについて，まず考えてみよう。

「逆向きゴール」で何が変わったのか

「逆向きゴール」のハンドボールでは，攻撃側

はシュートするためにいったんゴールが開いてい

る側まで「外回り」してボールを運ぶ必要がある。

しかし，守備側は，攻撃側に対して「内回り」に

なるので速く戻ることができ，攻撃側に「速攻」

という形で点を取られることはそれほど多くない。

「逆向きゴール」のポイントは，まさにこの点

にある。このために，攻撃側のほとんどは，守備

側に守られてしまったゴールをねらう，いわば

「セットプレー」になる。しかし，だからこそ，

どのようにパスや相手のスキをねらってシュート

できるか，子どもたちは自然に工夫を凝らすこと

になる。「普通の向きのゴール」ならば，攻撃側

が「速攻」しやすいので，このような「セットプ

レー」をして攻めるということがなかなか生まれ

にくい。この意味で，「どのようにパスや相手の

スキをねらってシュートできるか，子どもたちは

自然に工夫を凝らす」というおもしろさを特に味

わえるゲームになっているということである。

もちろん，守備側が「内回り」で優勢であるが，

さらにそれよりも速く「外回り」してボールを運

んでしまえばシュートできるから，守備をしてい

てボールを奪えば，子どもたちは一目散にゴール

に向かって走り出す。だからこそ，ゲームは「速

攻」をねらって激しく動くときと，「セットプレ

ー」になって工夫を凝らされるときの「動」と

「静」が交代交代に現れるたいへん緊張感のある，

そして同時に力動感のあふれるものとなっている。

ボールを持って何歩歩いてもかまわないとか，ボ

ールの大きさ・柔らかさ，チームの人数，コート

の大きさなど，学年の発達にピッタリの工夫がさ

れていたこととも合わさって，ゴールを「逆向き

ゴール」にしたことで変わったのは，このような

子どもたちのゲームの様相だったのである。

ゴール型ボール運動（ハンドボール）の特性

では，「逆向きゴール」でのハンドボールは，

教材としてどのような意味をもつことになるのか

考えてみよう。

繰り返しになるが，「逆向きゴール」の効用は，

「どのようにパスや相手のスキをねらってシュー

トできるか，子どもたちは自然に工夫を凝らす」

という「セットプレー」がゲームの中で現れると

ともに，「速攻」と「セットプレー」のリズムが

ゲームの中に生まれることにある。「普通の向き

のゴール」ならば，攻撃側が「速攻」しやすいの

で，このような「セットプレー」をして攻めると

いうことがなかなか生まれにくい。ということは，

「普通の向きのゴール」では味わいにくい（生ま

れにくい），「どのようにパスや相手のスキをねら

ってシュートできるか，子どもたちは自然に工夫

を凝らす」という「セットプレー」のおもしろさ

を，「やさしく」子どもたちに味わわせていると

いうことになる。この「どのようにパスや相手の

スキをねらってシュートできるか，子どもたちは

子どもたちが
運動の楽しさと技能を
身につける学習

東京学芸大学教授 松田 恵示
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自然に工夫を凝らす」という「セットプレー」の

おもしろさは，ハンドボールという種目の，ある

いは広く「ゴール型（攻守入り乱れ型）のボール

運動」の大きな特性（運動のもつ楽しさ・喜び）

の１つである。つまり，「やさしく工夫されたゲ

ーム」によって，子どもたちに「運動の特性」に，

まず「今ある力」で触れる，ということを可能に

しているのである。

このように，「ゴール型（攻守入り乱れ型）の

ボール運動」の大きな特性（運動のもつ楽しさ・

喜び）の１つである「どのようにパスや相手のス

キをねらってシュートできるか，子どもたちは自

然に工夫を凝らす」という「セットプレー」のお

もしろさにやさしく触れることができたからこそ，

子どもたちは活発なゲームに夢中になるとともに，

「どうしたら守っている相手をかわしてシュート

できるんだろう」とか「守られる前になんとか速

くボールを運ぶことができないかな」などの「課

題（めあて・ねらい）」をもつことになる。だか

らこそ，「速く運ぶための大きなパス」「相手をか

わすためのフェイント」「相手をかわすためのパ

ス」「簡単な作戦や戦術的工夫」などが，つまり

ゲームにおける個人的・集団的技能が，自分の課

題としてしっかりと意識され，いろいろな方法で

意欲的に練習することでこれまたしっかりと身に

つくことになっていく。「運動の楽しさ」と「技

能」が両方同時にしっかりと身につく学習につな

がっていくわけである。

もちろん，ハンドボールの「運動の特性」はこ

の部分だけではなく，「ボールをシュートするた

めに相手コートに運ぶことができるかどうか」と，

いざシュートとなって「うまくゴールにシュート

を入れることができるかどうか」という，あと２

つのおもしろさがあろう。つまりハンドボールと

いう「運動の特性」は，「運ぶ」「シュートチャン

スをつくる」「シュートを入れる」という３つの

「局面」をもつおもしろさであり，一般的に「ゴ

ール型（攻守入り乱れ型）のボール運動」に共通

するものである。こういう３つの「局面」のやり

とりを行って「チーム対チームで競争」している

のがハンドボールというゲームである。ところが，

これまで「運動の特性」というものを，「チーム

対チームで競争」という面でのみおさえてしまう

傾向があった。しかし，これでは具体的なゲーム

の中での技能や戦術に関する課題が子どもたちに

ストレートにはもたせにくい面がある。だからこ

そ，技能や戦術以外の部分に課題をもってゲーム

を行い（例えば声を出すとか仲間と協力して行う

など），結局のところ，技能面での力が高まらな

いという授業も出てきたのではないか。

このあたりのことをよく理解されていたベテラ

ンの先生方は，「チーム対チームで競争」という

「運動の特性」のとらえ方からでも，技能の学習

へもうまく子どもたちを導いていたのだと思う。

だが，今は先生方の多忙化が進む中にあって，より

広く普及しうる学習指導の考え方が研究開発され，

さらに蓄積される必要がある。この点から，「ボ

ール運動」の学習指導において「局面」を視点に

して「運動の特性」をとらえることから，「運動の

楽しさ」と「技能」の両方を同時にしっかりと身

につけることができる「特性に応じた技能の学習」

が現在求められているように思う。石富先生の実

践は，実はこのような，これからの体育学習のあ

り方を考えるうえでのたいへん重要な視点が含ま

れていたのである。「『逆向きゴール』でのハンド

ボール」は，「やさしく工夫されたゲーム」の開

発事例であり，「運動の特性」を見失わずに子ど

もたちが「運動の楽しさ」と「技能」の両方を同時に

しっかりと身につけることができるとともに，内

容の系統性を重視し発達段階に応じた授業づくり

を可能にする教材の工夫でもあったわけである。

おわりに

このようなすぐれた教材をしっかり活かすため

に，１単位時間の学習の流れが「ゲーム→練習→

ゲーム」となっているところもたいへん重要な工

夫の１つであろう。やさしく「運動の特性」に触れ

ているからこそ，その経験がまずゲームとして積

み重ねられ，必然性を子どもたち自らが感じる中

で練習が行われるために意欲的に子どもたちが取

り組み，その成果をゲームで確かめるとともに質

の高まったゲームを楽しむことができる，という

流れがこれにあたるからである。どの種目でも

「逆向きゴール」が活きるわけではないと思うが，

「運動の特性」をしっかりおさえたうえでの「や

さしく工夫されたゲーム」を開発・研究すること

が，今も求められていると思われるところである。

（まつだ・けいじ／体育科教育研究）

実践報告＋講評と助言 ● 11
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時間 テーマ 動きの変化 移動の方向

２時 静かに スピードの変化 水平（方向）

３時 すばやく スピードの変化 水平

４時 狭い所 場所の変化 水平

５時 逃げる 目的意識の変化 水平・上・下

６時 ねらう 目的意識の変化 水平・上・下

７時 上の方へ 方向の変化 水平・上・下

はじめに

子どもたちの遊びでよく見られるものにはサッ

カーやドロケイなどの鬼ごっこ，ドッヂビー，ド

ッジボール，鉄棒遊び，砂遊びなどがある。外遊

びはとても盛んで，休み時間の運動場はいつも子

どもたちでいっぱいである。しかし，児童数に対

して運動場が狭いため，ボール遊びに制限があり，

低・中・高学年ブロックで，ボールを使える曜日

が決められている。そんななか，裏庭に固定遊具

があり，比較的低学年の児童が遊んでいる姿が見

られる。種類としては，登り棒，ジャングルジム，

タイヤとびを好んで行っている。また，砂場で遊

ぶ子も多く，体育の時間で行った用具遊びや図工

での砂の造形遊びなど，各教科につながる遊びを

行っている姿が見受けられる。

しかし，遊びも固定化し，なかなか動きの広が

りが見えないのが現状である。さらに，街中に位

置する本校では放課後遊ぶ場所が限られているた

め，地域のクラブチームに所属している児童は体

を動かす機会があるが，所属していない児童にと

っては体を動かす機会も少なく二極化傾向にある。

こうしたことをふまえ，狭い場所でもいろいろ

な動きが味わえるような「体つくり運動」を取り

上げ，運動の特性に触れて，その楽しさを十分味

わえるような学習展開を考えた。友達どうし助け

合い，協力し合っていけるように，また，１人ひ

とりの児童みんなが活躍する場を工夫していき，

いろいろな動きの発見や正しく身につけるように

したいと思い，実践した。

１．取り組みのねらい

児童が動きづくりをするなかで，「基本の動作」

から発展して，いろいろな動きを見つけたり，発

見したりしながら，よい動きからよりよい動きへ，

また，やさしい単純な動きから難しい複雑な動き

へと変化させていきたい。

そのためには，運動の特性をきちんと把握し，

教師が１つひとつテーマを設定するなかで，児童

の内発的な動きを生かし，身につけさせたい動き

を明確にし，スピード，方向，目的意識の変化を

外発的に刺激することによって，さまざまな動き

として引き出していきたい。

その動きの中に，新学習指導要領では，「移動

する運動遊び」や「用具＋力試しの運動」および

「バランス」があるが，児童の実態から特にバラ

ンスに重点をおき学習展開をした。

２．実践について

（１）学習の道筋

○各時間に設定した動きのテーマと運動強度（動

きの変化）を次のように決めて行った（１時間

目は「動き確かめ」，８時間目は「まとめ」なので，

表では省略）。

○上のことを含んで〔図１〕のような単元計画を

立てた。

（２）場の設定

○各時間，運動が向かう方向やスピード・目的意

識を変えて設定した。その方向・スピード等は

〔図２〕のとおりである

○みんなが安心して活動できるような場の設定や，

テーマを追求できるような場を設定した。

２年生・体つくり運動

生涯スポーツをめざした
体つくり運動の授業づくり

神奈川県横須賀市立山崎小学校教諭 飛鳥井 淳



実践報告／２年生・体つくりの運動 ● 13

○多様な動きが開発でき，

楽しくできる場を心が

け，しかも１つひとつ

の動きを正確に習得し

ていける場を工夫した。

その結果，最初はた

だの遊びであったが，

だんだんと多様な動き

の開発や友達どうしの

教え合いが生まれ，さ

らに１つひとつの動き

をていねいに行い，テ

ーマに沿った動きの開

発ができるようになっ

てきた（次ページ〔写

真１・２・３・４〕参照）。

（３）「動き」（内容）

○「新しい動きを身につける」「新しい動きがで

きるようになる」要因からの手だてとして次の

ことを考慮した。

�自発的分化：既習の動きから偶然に新しい動
きの発生

�模倣による獲得：自分もやってみたいという
動き

�表像に基づく獲得：お話の中の人物になりき
り，その動きからの発展

○「山崎レンジャー」になりきって，そのテーマ

に沿った動きが自発的に生まれるようにした。

○「模倣」を生かした「リズム遊び」を取り入れ，

テーマに沿った動きを見つけ合い，動きを高め

られるようにした。

（４）ルール

○みんなが楽しめるようにするため，できるだけ

簡単な内容から始めたが，苦手な子も安心して

できるようにするために次のことを考えながら

進め，必要に応じて新たに追加したり変更した

りしていった。

�順番を守り，グループを意識しながら遊ぶ。
�友達に意地悪をせず，一生懸命に取り組む。
�友達のよい動きを見つける。
�苦手な子に教えてやれる。

（５）グルーピング

○運動量の確保がしやすいこと，お互いのよい動

きを見つけやすいこと，友達どうしで教え合い

がしやすいためことなどを考えて，１グループ

の人数を少なくした。

３．課題と成果

○児童に，日常の遊びの中で自然に身につけてい

く動きをたくさん経験させたいという思いを形

にしようと試みた。それは木であったり水であ

ったり，山であったり，そういう中で夢中にな

るものを生み出し，児童自身が現在の生活環境

の中で見いだしていくものである。教師として，

児童たちに身につけさせたい動きを見取り，学

校体育の中で特性をしっかりおさえ，場の工夫

やグルーピングなどの工夫を取り入れた授業展

開をしていくことが大切である。

○動きづくりの広がりは達成できたが，動きを深

めさせる時間の確保が難しかった。日常生活に

学校で学んだことが生かされ，さらに自分たち

で工夫していける力を高めることに，十分時間

をかけられるカリキュラムの構築が大切である。

時 １ 動き確かめ ２ 静かに ３ すばやく ４ 狭い所 ５ 逃げる ６ ねらう ７ 上の方へ ８ まとめ

ね
ら
い

０

２．オリエンテーション
・単元のめあての確認

・学習時の約束のめあて

３．場の準備のしかたを
確かめる。
・運動遊びを行いながら，

体幹を刺激する運動遊

びやストレッチングを

行う。

４．レンジャー遊び１の
動きを確かめる。 ・

多くの基本動作を取り

入れた運動遊びを行い，

基本動作を身につける。

５

３．本時のめあて
確認

４．みんなでレン
ジャー遊び３

まとめ
・グループで協力

して，もっと取

り組みたい場を

つくり，運動遊

びを工夫する。

・みんなでつくっ

た場をつなげて

遊ぶ。

１０

１５

２０

２５ ５．みんなでレ
ンジャー遊び
１
・みんなで楽し

む運動遊びを

行う。

５．レンジャー
遊びまとめ１

５．みんなでレンジャー
遊び２

・グループで協力して，

もっと取り組みたい運

動のしかたを選んだり，

考えたりして，運動遊

びを行う。

５．レンジャ
ー遊びまと
め２

３０

３５ ６．学習の振り返りを行う。 学習カード記入

４０

４５

７．片づけ あいさつ

〔図１／単元計画（４５分×８時間）〕

ねらい１ 多くの基本的動作を取り入れた運動遊びを行い，基本動作を身につける。

ねらい２ 多くの基本動作を生かしながら，工夫して運動
遊びを楽しむ。

１．集合・あいさつ・リズムで遊ぼう・力試しの運動遊び

２．場の準備

３．本時のめあて 確認
４．レンジャー遊び ２～７
・多くの基本動作を取り入れた運動遊びを行う。

・基本動作を身につける。

〔図２／運動が向かう方向・スピード等〕

すばやく 上方向 ゆっくり

水平方向へ

○目的意識
・逃げる動き…
何かを持って
１人で ２人で

・ねらう動き…
何をねらう

下方向

◎さまざまな動きに加える運動の方向とス

ピードなどの変化を「運動強度」につな

げる。
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○成果としては，動きのバリエーションが出てき

たことや友達と相談したり，友達の動きをまね

したりしようとし始めた。さらに，１つひとつ

の動きを正確にていねいにしようとする気持ち

が出てきた。また，次の時間を楽しみにしてい

る児童が増えてきたり，自分の動きに名前をつ

けて，楽しく授業に取り組むようになった。

４．考察

○児童たちは「山崎レンジャー」となり，その日

のテーマに沿って強い体を身につけるため，さ

まざまなレンジャー遊びの展開を行っていった。

○マット，とび箱，平均台を使い，場の設定をし

た。それらを基本にし，その日のテーマに沿っ

てさまざまな順番に並び替え，さらに必要に合

わせてペットボトル等をそれらの上に置くなど

した。また，その日の動きのテーマを設定し，そ

のテーマに沿って児童自身が動きの開発に取り

組んだ。

○その日のテーマに沿って動くことで，マットの

特性，とび箱の特性，平均台の特性に触れなが

ら，いろいろな動きを表出することができた。

○場の上に障害物を置いたり，移動の方向を変化

させたりすることにより，より動きの深まりが

見られ，さまざまな方向へ移動することで，体

全体を効果的に使い，重心をとる動き（バラン

スをとる動き）が自然とできた。

○さらに，器具から器具の移動中に，ケンステッ

プを置き「ピタッと」止まる場面を設定した。

バランスを「次の動作のつなぎ」としてとらえ

たとき，ケンステップでピタッと止まる様子を

見取ることは，そこまでの動きの中でバランス

よく移動することができている児童の見取り

（動き領域の評価）の１つと考えられる。

○児童が自分自身の振り返りができるように，簡

単な学習カードを用意した。その時間，その時

間に児童自身が高めていきたいテーマを選択し

ながら（最初は教師と相談して決めていった）

振り返りを行っていった。それによって，次時

の学習計画を立てるのに，前時の活動を生かす

ことができた。

○今回「レンジャー」になりきって挑戦であった

が，多様な動きの体験ができた。

おわりに

児童たちみんなが楽しさを味わうためには，１

人ひとりの児童が十分特性に触れ，「できた」「見つ

けた」などの場の工夫や機会が保障されているこ

と。そして，それを実現しようとする，児童自身の

欲求を引き出すカリキュラムの構築が必要である。

さらに，生涯スポーツを見通した体育のあり方，

特に低学年の「体つくり運動」は，生涯スポーツ

の基礎づくりとして重要である。そして，生活環

境の変化に合わせた体力の向上を進めていくには，

発達段階に合わせたさまざまな動きの経験を通し

て，よりよい運動体験を味わうことが，体力向上

につながり，将来的には生涯体育へと結びつくと

考えられる。 （あすかい・じゅん）

〔写真１〕山崎レンジャーになりきり，１つひとつの設定を
ときには速くクリアする。

〔写真２〕友達の演技をよく見ていて，自分もやってみたい
動きを見つけている。

〔写真３〕与えた用具であったが，グループで考え，よい動
きからよりよい動きへと進化した。

〔写真４〕楽しく協力してできるようになった。



１．発足と歴史

「教師も体育を楽しもう！」

横須賀体育サークルでは，この思いを強くもっ

て，活動を進めています。横須賀市には，「横須

賀市小学校体育研究会」という歴史と実績のある

研究会組織があります。市内の各小学校の体育担

当者や体育部の先生方が会員で，授業研究部・行

事運営部・専門部・ダンス部に分かれて熱心に活

動しています。横須賀市体育研究会のサポートを

受け，体育サークルは発足しました。平成６年の

発足当初から，体育科研究の一般化を目的として，

指導案検討や実践報告，実技研修などの活動を続

けてきました。その流れを受けて，最近では，ふ

だん体育の中ではじっくりと扱わない種目から，

カリキュラムの中には入っているが，どのような

形で進めていったらよいかわからない種目など，

いろいろな種目に目を向けて実技講習会を中心に

取り組んできました。

２．近年の取り組み

一昨年度は，１１月に「コーディネーション運動」，

昨年度は２月にベースボール型ゲームの実技講習

を行いました。

「コーディネーション運動」は，新学習指導要領

の「多様な動きをつくる運動」の要素が豊富に含ま

れた運動です。日本では，「調整力」と呼ばれ，体

の動きをコントロールする情報系・神経系のトレ

ーニングとして位置づけられています。「体つくり

運動」の体ほぐしの運動にも，体力を高める運動に

もつながります。体育サークルでは，７つのコーデ

ィネーション能力「バランス能力」「リズム能力」

「定位能力」「識別能力」「反応能力」「連結能力」「変

換能力」に注目して，それぞれの運動を行ってみ

ました。その運動も，体にかける負荷を絶対にで

きないものではなく，何回か練習すればできそう

なもの，さらに難しい負荷が考えられそうなもの

を考えることで，児童の中にも楽しく取り組めそ

うな運動がたくさんありました。実際の授業の中に

取り入れてみても低学年から高学年まで楽しく体

を動かすことができたという実践を聞くことがで

きました。

ベースボール型ゲームは，新学習指導要領には

入ってきているものの，実際のルールに近づけて

取り組むのはなかなか難しい種目だと感じました。

いろいろな研修を受けて感じたことは，どうやっ

て児童が理解できるところまでルールを崩せるか，

そしてできるだけ実際の野球に近いルールを残し

ていけるかということでした。横須賀市内の学校

の先生方の実践や横須賀市で行われている夏季研

修，また，他の県の先生方の実践報告を見たり，聞

いたりしていると，ベースボール型にもまだまだ

工夫の余地があり，どんな力を児童につけさせた

いかを考えることでルールも変わってくることが

わかりました。実際の実技講習では，投げること

の基本から，「投げる」運動が入っているゲーム，

そして場を工夫したゲームを考え進めてみました。

さまざまなルールのゲームをやってみることで，

各学校の児童の実態に合ったルールを探していく

ことができそうだという感想も多く聞かれました。

３．今後の取り組み

本サークルは，会員制ではなく，自由参加とし

ています。開催の折には，市内の全小学校に案内

を送付し，広く参加を募っています。経験や実績

を問わず，だれもが気軽に参加できることや，活

動を通して教師間の人脈が広がることも，本サー

クルの魅力だと考えています。横須賀市でも近年

若い先生の採用が増えてきています。若い先生に

は実際に体を動かすことで体育の楽しさを体感し

てもらいたい，そして経験のある先生には，自分

たちが進めてきた授業や研修の成果を若い世代に

伝えてほしいという今後の目標があります。

それぞれの年代に応じたニーズがあると思うの

で，いろいろな意見に耳を傾け，体育に関する疑

問や実践のよりどころとなるようなサークルを今

後はめざしていきたいと考えています。

（いとう・せいじ）

サークル紹介 神奈川県

横須賀
体育サークル

横須賀市立平作小学校教諭 伊東 誠司

サークル紹介 ● 15



とび箱運動につながる前段運動では，とび箱運動の「基礎感覚」を育てることが大切です。
リズム感をつける運動，跳躍力，腕支持の力，とび越すときの体重を移動する感覚や着地を
やわらかくする体の使い方など，とび箱運動の局面ごとに，対応できる運動を経験すること
が必要です。
とび箱運動の授業は，時間や用具や場所が限られることがよくあります。とび箱を使って

練習する前の段階の動きを，遊びの時間の中で経験することが，技の習得につながっていく
と考えられます。

ビジュアル解説 器械・器具を使っての運動遊び
『とび箱を使った運動遊び』

助走から踏みきり ●リズム感・タイミング・跳躍力●

着手・突き放し ●両手で着手・腕支持の力・体重移動●

◇輪を使って連続またぎ

・リズミカルに
走る

◇川とび遊び

・輪を２つ使う

「ニー」

「トン」
両足で

「イチ」

・輪を１つで

「イチ」

「トン」

◇ジャンプ遊び―両足踏みきりジャンプ

・かかえこみ ・両足開き

〈２人組で〉
・一緒に

・交互に

◇とび箱のり―足の裏で上がる

・助走なしで ・リズミカルに続けて

◇コンパス ◇うさぎとび ◇かえるの足打ち

・両手を軸に手で回る ・マットで

16



とび箱運動につながる前段運動として「助走」「踏みきり」「着手」「突き放し」

「着地」などの局面ごとに着目して，いろいろな運動遊びをご紹介します。

前東京都武蔵村山市立第十小学校教諭

平野 文夫
（ひらの・ふみお）

着地 ●ひざをやわらかく着地・バランス●

◇その場ジャンプ→着地

・思い切りとんで

ドーンフワッ

・音を立てずに ・音を立てて

◇とび箱からとびおり着地

・ひざをやわらかく

◇踏み越しおり

・４～５歩くらいの
助走

・ひざをやわらかく
両足で着地

◇支持でとび上がり・とびおり

・２，３歩助走で
両足踏みきり

・足の裏でのる ・着地はやわらかく

◇馬とび ・２人組で練習 ・連続馬とび

◇いろいろなとびおり→両足着地
・ひねりおり

・ライダーキックおり

ビジュアル解説● 17



　 
外野席から 
　 

朝青龍引退の意味するもの

大相撲には他のスポーツにはない，独特の魅力

がある。まさに裸一貫，まわしひとつで鍛えられ

た肉体をさらし，これが私の心そのものだ，と言

わんばかりの風情が漂う。

もう２０年も昔，テレビのクイズ番組に，昭和の

名横綱・双葉山が問題として出た。６９連勝という

不滅の記録をもつ全盛期の双葉山という，均整の

とれた力人（ちからびと）の姿が何度も映し出さ

れ，解答者の宝塚出身の女優が，「昔はこんな美

しくて立派なお相撲さんがいたのですね」と，う

っとり陶然たる面持ちになっていったのが忘れら

れない。異能の力人はまた，凛とした美しさの体

現者でもあった。日常を超えた力と美をあわせも

つ，溜息の出るような存在が，確かにあったので

ある。

それに比べて，同じ横綱であっても，土俵の内

でも外でも物議をかもし，品格なき横綱として，

ついに引退，ほとんど追放といってもいいような

形でモンゴルへ追い帰された朝青龍は，一体あれ

は何だったのか，と考える。確かに稀代のトラブ

ルメーカーではあった。勝てばこれ見よがしに派

手なガッツポーズ，勝負はついているのに，相手

に怪我をさせかねないほど強烈なダメ押しをする，

休場しながら母国でサッカーに興じて，出場停止

処分を受ける，あげくの果てに，場所中の酒席で

知人への暴力沙汰で，ついに石もて追われる如く，

大相撲から姿を消した。

ほんとうに残念だった。私は朝青龍が嫌いでは

なかった。野放図なやんちゃ坊主，餓鬼大将がそ

のまま大きくなったよう，行儀マナーは悪く，人

のひんしゅくを買うのだが，どこか憎めないとこ

ろがあって，品格の反対側にいる悪役横綱として，

これまでお目にかかったことのない，新しいタイ

プの横綱の，いってみれば新しいケモノ道を踏み

固めていくのではないか，とひそかに期待してい

た。大阪場所で優勝すると，直後の場内インタビ

ューで関西弁で答えたり，ショーマンシップ，サ

ービス精神もなかなかのものだった。悪は悪でも，

昔，悪源太源義平なんてのがいて，この悪は庶民

から頼もしがられたり，愛されたりする悪であっ

たが，朝青龍も長い目で見ていれば，いつかそう

いう悪源太的横綱のスタイルをつくり上げるので

はないか，と考えたりしていた。

日本の大相撲は，もはや日本人だけでは支えき

れない。少子高齢化がますます進んで，裸になる

のが死ぬほど恥ずかしい一人っ子が多くなり，サ

ッカー選手や腰パンのスノーボード選手などがカ

ッコイイことになって，大相撲を志願する若者は

減る一方である。かつて，その穴埋めとしてハン

グリー精神に溢れたポリネシアやハワイから異人

を集め，今はモンゴルを中心に，ヨーロッパの

国々，ブルガリア，エストニア……などから力人

を集めて，彼らを主役に押し立てて興行を続けて

いるのが，今の日本相撲協会である。言ってみれ

ば，グローバル化しなければ生きていけないのだ。

そんな危機的状況の中で，国技である相撲は神事

に基づく儀式の一面があり，単なるスポーツでは

ない。頂点に立つ横綱には，技能，体力とともに

識見，品格が特別に求められる。一般社会の中で

品格ある人が少なくなればなるほど，横綱には品

格が求められる，というのが，今回の朝青龍追放

の理屈であろう。前々から朝青龍のふるまいは，

協会幹部や横綱審議会の先生たちには，のどに刺

さった魚の小骨のように，不快な刺激を与え続け

る存在であった。昔は小骨がのどに刺さったら，

ごはんの塊を噛まずにのみ込めば，だいたいとれ

てスッキリした。今回の処置は小骨を取り除くの

「国技」から「地球技」へ
ジャーナリスト 岡崎 満義

連載�
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に，メスでのどを切開してつまみ出したようなも

のである。

同じモンゴル出身の横綱でも，白鵬のように日

本人女性と結婚し，双葉山を目標とすると宣言す

る，いわば日本への同化を考えているように見え

る力人もいる。日本に人材不足が慢性的にある限

り，異国の人材に頼るしかない。彼らはそれぞれ

の国から，さまざまな文化，生活風俗習慣を持ち

込んでくるだろう。それを日本的な品格というひ

とつのモノサシだけではかることはできない。

もう一度朝青龍について言えば，彼が勝った相

撲の決まり手は４２あるという。“技のデパート”

と言われた舞の海以上だ。品格のある相撲は，寄

り切り，上手投げぐらいの，１つか２つの数少な

い技で，型をもつまでに打ち込むスタイル，愚直

に型にはまることに喜びがもてる人でなければ，

品格は生じないだろう。４２もの技を繰り出す，サ

ーカスの軽業師のような型破りのスタイルに，伝

統的な品格は求めようがない。

大相撲が生き残る道と異文化交流

同化と排除の間に，もっと多様な道筋があって

いいだろう。それを許容しなければ，大相撲は危

うい。品格を最高善のモラルとして掲げる“国技”

は，いずれ絶滅危惧種になるしかない。多様なス

タイルをもつ“地球技”としてしか，生き延びる

道はないのではないか。部屋という擬似家族共同

体が，今度の朝青龍問題ではほとんど機能しなか

った。世の中全体に家族共同体といえるほどの強

い紐帯がなくなってしまった以上，相撲社会だけ

が例外というわけにはいかない。高砂親方の無能

力というだけではあるまい。時津風部屋で時太山

死亡事件が起ったのを見ても，擬似家族共同体が

崩壊していることがよくわかる。

部屋の秩序を失ったあとに，どのような新しい

秩序が現れてくるか，私にはわからない。いずれ

にしても，部屋ではなく個を組織の中核に置いた

ものになるしかないであろう。擬似家族共同体の

部屋がつくり出す品格の時代は過ぎた，というこ

とである。個としての品格をいかに育て上げるか，

相撲協会が問われているのはそのことである。そ

れはまた，日本社会が問われていることでもあろ

う。異文化交流はそんなにやさしいことではない。

２００９年度第２０回ミズノスポーツライター賞の優

秀賞を受賞した柳沢健『日本レスリングの物語』

（ファイト＆ライフ連載）は，大変おもしろい作

品だった。柔道と相撲という伝統的な格闘技のあ

る日本へ，レスリングという異文化格闘技を取り

入れて８０年になるのだが，２つの国技スポーツの

あるところに，新たにレスリングを導入するのに

どれほどの苦難があったか，柳沢健さんが丹念に

生き証人をたずねて書き上げた出色のスポーツノ

ンフィクションである。

レスリングといえば，東京オリンピックのとき，

八田一朗という破天荒な指導者が，選手たちを動

物園へ連れて行って，ライオンとにらめっこをさ

せたとか，大事な試合に負けた選手は，頭髪，腋

毛，陰毛まで，すべて剃られたとか，劇画コミッ

ク風のエピソードをたくさん残していることで知

られるのだが，レスリングという異文化格闘技を

マスターし，世界制覇をするまでにどれだけの汗

と涙を必要としたかが，実によくわかる。

石井，笹原，渡辺，花原，高田……などの名選

手が出たあと，今はむしろ女子レスリングが世界

の頂点に立っている。日本には柔道と相撲という

格闘技の基盤があったにもかかわらず，レスリン

グを根付かせるのに長い年月を要した。いや，伝

統的な格闘技があったから，試行錯誤の時間が長

く続いた，というべきかもしれない。レスリング

は異文化スポーツだ，と頭を切りかえて学ぶこと

にして，はじめて道が拓けてきたように見える。

この作品の中に出てくる男たちは，とんでもな

い暴れん坊がいるかと思えば，アメリカにフリー

スタイルを勉強に行き，すっかり英語も身につけ

て，現役引退後は各国でコーチをするのに，英語

で何ひとつ不自由しなかった，という笹原選手の

ような秀才もいたり，初期の貧乏所帯の協会に資

金を導入するため，あらゆる人脈にくいつく工夫

をしたり，登場する人物がウサン臭い人物も含め

て，誠に個性的で，血のしたたるステーキを食べ

るような満足感を覚えた。異文化スポーツで鍛え

られることで，日本人選手の個性が大いに際立っ

てくるおもしろさである。

国技相撲に飛び込んでくる外国人，異文化スポ

ーツにのめり込む日本人，“地球技”スポーツの豊

かさを，さらに味わえる時代になるとうれしい。
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一般的に，教師は，「子どもはどうあるべきか

（当為）」から出発してそれをどうやって子どもに

わからせ，行動させるかを考えようとする。授業

はもちろんのこと，教材研究においても同様であ

る。子どもの「そうである（事実）」ことをけっし

て無視するわけではないが，それは，あくまで「あ

るべきこと」を首尾よく達成させるために考慮す

るという程度のことである。

本来，教育は，子どもあってのことであり，ま

ずは子どもが今何を考え，何を感じ，何を求め，

どういうことで困っているか，そしてどのように

学ぶのか等々のことが出発点になって，絶えずそ

こへ立ち返らなければならない。教師は，そうし

た子どもの事実に基づき，子どもの側に立って子

どもが今の状態をさらに拡充し，発展させていく

ための手助けをすることになる。

子どものあるべき姿を早く実現しようと思う教

師から見れば，「そうである」姿は認めがたいこ

とが多く，すぐに改めさせ，できるようにさせよ

うとする。しかし，そのようにさせられた子ども

はほんとうに学び，成長したことになるのであろ

うか。

授業をするにあたって，「ああでなければなら

ない」，「こうでなければならない」あるいは「こ

うであるはずだ」といったことをひとまずおいて，

虚心坦懐になって素直に子どもの事実を見て，そ

こからその子どものいっそうの成長のための支援

のあり方を考えていくことが必要である。

１ 子どもの見取り

子どもの事実を知らなくては，子どもへの支援

としてひと言の言葉さえかけられないはずである。

子どもの事実とは，子どもの内面であり，それは

見取りによって可能になる。

子どもの見取りは，子ども理解とほぼ同義では

あるが，意識的，積極的に，そしてしばしば継続

的に子どもの内面をとらえようとすることを表す

言葉である。これまで見取りとして大事にされ，

求められてきたことの要点は次の通りである。

（詳細は文献�を参照）
（１）事実に基づく

子どもの見取りは，子どもの内面をとらえるこ

とであるが，その内面を直接知ることはできない。

だからといって当て推量によるのではなく，子ど

もが言ったこと，書いたこと，行ったこと，作成

したものなど子どもが表現あるいは表出したこと

等外面に表れた事実を根拠とし，手がかりとして，

豊かな読み取りをし，真実に接近することが求め

られる。

（２）子どもの内面を見取る

見取りは，言葉や行動として子どもの外に表れ

た事実それ自体を対象とするのではなく，その事

実を通して内面的な事実について理解するという

ことである。その内面的な事実は，外に表れた事

実から教師によって読み取られるのである。した

がって，同じ事実を見ても，それからどう見取る

かは，見取る人によって異なる。教師には，その

事実から深く，豊かな読み取りができる力を高め

ることが求められる。それは，子どもの見取りが

日常的にいつでもできるようにするためにも必要

なことである。

（３）子どもに共感し，ありのままの子どもをまる

ごととらえる

子どもを見取る教師に基本的に必要なことは，

１人ひとりに共感することである。子どもを肯定

的に見るといってもよい。そうしたときに，子ど

羅針盤 第 回50

東京学芸大学教授

平野 朝久

◆◆１◆◆

子どもの学びの事実に基づく授業
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もの目線で子どもを理解し，支援することができ

るのである。また，教師が共感することは，子ど

もが自らの力で追究し続ける支えになり，励みに

もなる。その意味で，見取りが即支援にもなる。

多くの教師にとって，子どもに共感し，肯定的

に見るということが難しい。それは，本稿の冒頭

で述べたように，教師は，子どもを，「あるべき

姿（当為）」から見ようとするからである。

見取りは，子どもがどうすべきかという当為や

何らかの基準に照らして，よい・悪いというよう

にとらえるのではない。また，あらかじめ立てら

れた目標に照らして，それができたかできないか，

あるいはどの程度できたかを明らかにするのでは

ない。見取りのために必要な情報としてそのよう

なことを含めることもあるが，それだけであった

り，それを中心にするのではない。

目標に基づいて評価目標が立てられても，その

評価目標にとらわれずに，むしろ事実から子ども

をありのまま，まるごととらえることが必要であ

る。すなわち，事実の中からその活動に応じた評

価目標を浮かび上がらせることが必要となる。あ

るいは事実の中から見えてくるものを大事にする

といってもよいであろう。それは，目標に基づい

た評価（goal-based evaluation）というよりは，目

標にとらわれない評価（goal-free evaluation）に相

当する。また，それは，あらかじめ立てられた評

価規準や基準を超えているともいえよう。

（４）子どもの全体像を見取る

子どもは，活動に夢中になって取り組んでいる

とき，自分の中のその活動に直接かかわるものだ

けをその場にもち込んでいるわけではなく，直接

的であれ間接的であれ自分全体をかかわらせてい

る。しばしば，学校のみならず家庭や地域での生

活体験が反映され，生かされる。活動に取り組ん

でいる子どもの姿は，まさに１人の人間としての

生き方そのものである。

したがって，子どもの見取りは，当該の活動に

かかわることに焦点をおくものの，常にその子ど

もの全体像をとらえようとするものである。こう

した理解は，授業場面で観察されるさまざまな事

実を中心としながら，学校生活全体での日々の子

どもの言葉や行動からの読み取りをつなげてなさ

れることになり，子どもの全体像が語られること

になる。

２ 教材

わたしたちは何もないところで学ぶのではない。

何らかの対象とのかかわりを通して，考え，感じ，

学ぶのである。授業において子どもが直接かかわ

る対象は，教材である。その教材が，子どもにと

ってどのようなものであるかによって，学びの様

相は大きく変わる。

子どもがもともともっている力がおのずと発揮

されるような教材はどのようなものであろうか。

子どもの学びの事実に基づけば次のようなことが

いえる。

子どもは，本来，学びに関してはけっして受け

身ではなく，むしろ能動的な学習者ではあるが，

自分を取り巻くすべてのことについて何かを求め，

追究しようとするわけではない。子どもが追究す

るに値すると認め，あるいは感じたものでなけれ

ば，子どもが，本来もっている力をおのずと発現

することはない。したがって，まずはそのような

教材に子どもが出会える必要がある。

ところが，これまでの授業では，子どもがかか

わる対象は，すでに教材として用意されたもので

あり，そのほとんどが教科書であった。教科書も

子どもの学びの事実を無視して作られているわけ

ではないであろうが，それはあくまで何年生とい

う子ども一般についてである。教師も子どももそ

の教材に追究の価値を見い出せないまま，教師が

子どもたちに無理にそれへの学習意欲を高めよう

と苦心している授業も少なくなかった。

子どもたちが持っている教科書以外に新たに教

材開発を行うことは，現実問題として容易なこと

ではない。しかし，同じ教科で複数の教科書が出

版されている場合，それらの中から当該の子ども

たちに適した教材を選ぶことなら比較的容易にで

きる。その教材選択を子どもが行ったらどうであ

ろうか。実際，筆者が共同研究してきた小・中学

校で子どもたちがそのようにして教材を選んだこ

とにより，極めて意欲的な追究がなされた。

例えば，小学校５年生のある学級で国語の授業

が行われたときのことである。物語文を教材にし

ようとしたが，その学校の教科書（Ａ社）の教材

文は，その学級の子どもたちには関心の薄いもの

であった。そこで，担任の教師は，これまでの子

どもたちの見取りに基づき，他社の教科書から，

その子どもたちが追究の価値を感じ，認めると思
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われる「すいかの種」（４年・Ｂ社），「ヒロシマの

うた」（６年・Ｃ社）を取り上げ，それらをみんな

で一読することにした。その後，子どもたちが全

員一致で「ヒロシマのうた」を教材（学習材）とし

て選んだ。それをみんなで読んでいくうちに子ど

もたちから，疑問点やみんなで考えたいこととし

て４６個の学習課題が出され，それぞれについて真

剣な話し合いがなされた。担任の教師をして「今

までのあの子たちは何だったのでしょう。まるで

人が違ったようです」と言わしめたほどであった。

もちろん，すべての授業が上記のようにできる

わけではなかろう。追究の価値がありながら子ど

もたちがそれを感じにくい，あるいはすぐには認

めがたい場合，どうすればよいであろうか。その

まま授業に入るのであれば，子どもたちは受け身

にならざるを得ない。そこで，その追究の価値が

子どもたちにわかるように，もちろん完全にそれ

がわかるのは授業後ではあるが，その授業に入る

前に教師が子どもたちに説明するということも１

つの方法であろう。そのことによって子どもたち

はその学習をする必要性や意義などを納得し，主

体的に授業に取り組むことになる。

３ 教材研究

子どもの学びの事実に立つと，教材研究はどの

ようになるであろうか。例えば国語であれば，あ

る教材を子どもにどう読ませるかということより

も，まずは子どもがその教材をどう読むのかを明

らかにすることになる。

ある小学校で４年生の国語の研究授業が，「ご

んぎつね」を教材として行われた。教材を読んで

子どもたちから出された「ごんの気持ちが変わっ

たのはどこか」という問題をめぐって活発な話し

合いが展開されていた。

その話し合いを聞いていて，わたしはあること

に気がついた。発言した数名の子どもたちは，ご

んが兵十の鉄砲で撃たれて，大けがはしたものの，

死んではおらず，やがて傷も治り，元気になると

思っているのである。その子どもたちは，ごんは

死ななかったという前提に立って，この教材を読

んでいるのである。そこには，ごんに死んでほし

くないという子どもたちの願いが込められている

ようにも思われた。その後，その授業の参観者お

よび当該校以外の教師たちに尋ねてみると，皆，

ごんは兵十の鉄砲に撃たれて死んだものと思って

授業をしてきたという。

どのような前提に立つかによって，当然，この

教材の読み方は異なる。教師は子どものもってい

る前提を知らずに教師のもっている前提に立って

授業を展開してしまい，結局，子どもが自分の読

みを深めるということにはならなくなってしまう

のではないであろうか。

ある学級では，「一つの花」，「すいかの種」を

教材にした授業では，子どもたちが，父親が生き

て帰ってくるという前提で，あるいはそのことを

願ってそれらを読んでいることがわかった。

このように子どもたちは教材を漫然と読んでい

るのではなく，願いや問いをもち，また，教師と

は異なる各自のこれまでに経験したことをもとに

して読んでいるのである。他の教科においても同

様である。どう考えさせるか，やらせるかの前に

子どもはどう考えるのか，その教材を前にしてど

のような世界を思い描いているのか，どのように

追究し，学ぶのか，さらにはどうしようとしてい

るのか等々の事実に立って授業が組み立てられた

とき，子どもは，もてる力を存分に発揮して，み

ずから追究し，より豊かに学ぶことができるとい

えよう。

４ 学習問題（課題）

一般的に，これまでの授業では，教材はもとよ

り，追究すべき課題も教師が大事であると判断し

たものを子どもに与えてきた。しかし，子どもが

追究しようとする対象を教材とすれば，それを追

究していく過程でおのずとその子どもの問題が生

まれる。そのような問題であれば，子どもは，教

師があえて意欲的に取り組ませようとしなくても，

みずから全力を尽くす。さらに，そこから必然的

に別のさまざまな問題が生まれ，追究がいっそう

深められ，広められることにもなる。それらの中

に，教師の期待する問題も含まれる。また，教師

が当初，その単元や授業で意図したものとは一見

関係ないように見える問題も，子どもがそれにつ

いて考え，解決することが，そこでの学習をその

子ども自身のものとし，さらに学習全体を豊かな

ものにする。

まずは子どもの内からおのずと生まれる問題を

大事にする必要があるが，最初から，問題をもた
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なければというように構える必要はない。「気に

なること」という程度のことでよい。それを大事

にして追究するうちに本格的な問題が生まれるこ

とになる。それでも重要な問題が落とされると判

断されるときにはじめて教師からそれを提案する

ことになる。

ところで，学習問題（課題）は，しばしば教師

の発問によって提示される。しかし，そもそも，

問いとは，重松鷹泰が学力を「生き抜く力，問い

かけ問い続ける力」（文献�）と述べているよう
に学習の原動力であり，学習の道筋の要を成す。

その問いを教師から与えられなければ学習が進ま

ないのであれば，主体的に追究し，学んでいると

はいえない。また，教師は，子どもからそうした

学習の最も重要な部分を奪ってしまったことにな

る。したがって，教師の発問は，子どもが解決す

べき問題や課題ではなく，あくまで子ども自身の

内からの問いを生み出すきっかけとなるようにす

べきであろう（文献�）。

５ 授業展開

子どもの学びの事実に基づくということは，子

どもの自然な学びの道筋に沿って授業を展開する

ということである。これは子どもの追究と学びの

必然に沿うということである。そうしてこそ子ど

もは主体的になることができ，みずからのもてる

力を存分に発揮することになる。教師の必然に沿

ったならば，どうして子どもは主体的になれるで

あろうか。

これから学ぶ者が歩む道筋（学ぶ者の論理）と，

すでに学んだ者の中にできる道筋（学んだ者の論

理）とは異なる（文献�）。前者はしばしば非合
理，不合理であり，紆余曲折し，思考・実験によ

る試行錯誤をして納得のいく理解や解決に至る。

それに対して後者は，合理的で，無駄がなく，整

理されている。多くの場合，後者の論理で，学習

者を導こうとするが，それでは学習は困難である。

教育は，合理的な思考ができるようにするので

あるから，非合理，不合理な学びの道筋を認めた

り，保障するのはおかしいと言う人がいるが，目

的とすることが合理的だからといって，学ぶ道筋

も合理的でなければならないということにはなら

ない。学ぶ者の論理で追究の歩みを進めることは

自然の道理なのであり，それが保障されたときに

こそ，子ども自身の納得のゆく理解が得られるこ

とになる。

一方，ある内容についての学習が行われる場合，

その学習の前提として必要な学習があるはずであ

り，そうした学習の系列は，子どもの追究（学習）

の必然性に任せていたら，保障されないという懸

念が，教師たちの中に根強くある。しかし，いっ

たい，そうした学習の順次性はどれだけ保障され

なければならないのであろうか。そのことを考え

るうえで，ガニエ（Gagné，R．M．）による研究成
果を参照することができる（文献�）。
ガニエは，人間の学習の成果を，知的技能，認

知的方略，言語情報，運動技能，態度の５つのカ

テゴリーに分類し，それぞれについてその学習成

立の内的条件を明らかにしようとした。内的条件

とは，ある課題の学習成立のために，学習者が前

もって学習しておかなければならないものを指し

ている。それは，その課題の先行要件と呼ばれて

いる。彼は，これら５つの学習の成果について，

そのような先行要件を明らかにしようとして多く

の実験研究を行ったのであるが，その結果，厳密

な意味での先行要件が見い出されたのは，知的技

能だけであった。したがって，この研究結果に基

づくならば，学習の順次性を保障しなければなら

ないのは，学習内容の全範囲からすればわずかで

あるということになる。

また，その順次性は，ふつう考えられているよ

うに論理的に一義的に決まるものではなく，論理

的な関係は順次性を予測する手がかりにはなるも

のの，あくまで経験的に（子どもの学びの事実か

ら）確定されることなのである。

（ひらの・ともひさ／教育方法学）

〔文献〕
�平野朝久「オープン教育の立場に立つ授業の基礎（８）」
（『東京学芸大学紀要：第１部門』２００５年・pp．４３―４８）

�重松鷹泰「問いかけ問い続ける力」（『教育展望』第２５巻
第８号／１９７９年・２頁）

�平野朝久「オープン教育の立場に立つ授業の基礎（１２）」
（『東京学芸大学紀要：総合教育科学系�』２０１０年・
pp．４９―５６）

�平野朝久『はじめに子どもありき―教育実践の基本―』
（学芸図書／１９９４年）

�Ｒ・Ｍ・ガニエ；金子敏・平野朝久訳『学習の条件』（学
芸図書／１９８２年）
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はじめに

平成２０年３月に改訂された学習指導要領では，

「基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得さ

せ，これらを活用して課題を解決するために必要

な思考力・判断力・表現力，その他の能力を育む

とともに，主体的に学習に取り組む態度を養うべ

きこと」が明記されました。小学校学習指導要領

解説体育編は，厚さはこれまでとさほど変わりま

せんが，A５判からA４判へと変化し，示される

内容が具体化かつ明確化されております。また，

平成２３年度からの本実施に向けて小学校保健の教

科書や体育の副読本など，情報量を以前よりも増

加させた出版社が多く，「知識・技能」を重視し

た体育へカリキュラム改革の振り子が振れている

といえます（図１参照）。

学習評価では，「平成２０年１月の中央教育審議

会答申において，学校や教師は指導の説明責任だ

けでなく，指導の結果責任も問われていることを

前提としつつ，評価の観点ならびにそれぞれの評

価の考え方，設定する評価規準，評価方法及び評

価時期等について，今回の学習指導要領改訂の基

本的な考え方を踏まえ，より一層簡素で効率的な

学習評価が実施できるような枠組みについて，さ

らに専門的な見地から検討を行う」こととされ，

平成２１年４月に，初等中等教育分科会教育課程部

会の下に，「児童生徒の学習評価の在り方に関す

るワーキンググループ」が設置されました。以降，

平成２２年２月までに，１２回の会議を開催し，議論

を重ね，同じく２月に審議の中間まとめが公表さ

れました。そこで，本稿では，この審議の中間ま

とめから，これからの体育の学習評価についての

方向性を示し，そのあり方についての提案を行い

たいと考えます。

１ 「児童生徒の学習評価の在り方に関するワー

キンググループ」審議の中間まとめ

審議の中間まとめの中で小学校体育にかかわる

部分のみ紹介すると，その概要は以下の通りでし

た。

（１）学習評価の基本的な考え方とその見直しの経

緯

・学習評価は，学習指導要領の目標の実現状況を

把握し，指導の改善に生かすものである。

・そのため，学習指導要領の改訂に伴い，学習評

価の基本的なあり方について検討を行うととも

に，指導要録に記載すべき事項等を文部科学省

として提示する。

「指導の改善に生かす」主体はいうまでもなく，

教師であり，教師が児童の学習を評価するという

視点からの検討がなされていることがわかります。

また，「指導したことを評価し，評価したことを

次の指導に生かす」という「指導と評価の一体化」

をより強調しているといえます。さらに，評価と

評定の円滑なつながりを考えていこうとする考え

方が反映されております。

（２）学習評価の現状と課題

・「観点別学習状況の評価」と「目標に準拠した

評価」は，小・中学校において教師に定着して

きているが，負担感があるとの声がある。

文部科学省の調査によれば，「知識・理解」や

「技能」の学習評価を円滑に実施できていると感

じている教師の割合は，小・中学校を通じて８０％

を超えています。一方で，「関心・意欲・態度」

については約４０％，「思考・判断」については約

２６％の小学校教師が学習評価を円滑に実施できて

いるとは感じていない状況にあります。また，評

価に負担感を感じている教師が約６３％おり，「学

羅針盤 第 回50

東京学芸大学准教授

鈴木 直樹

◆◆２◆◆

小学校体育科における
これからの評価の考え方と進め方
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戦後改革（第1次） 

高度経済成長期の改革 
（第2・3次） 

80年代以降の改革（第4・5・6次） 

21世紀に入っての改革？ 

「知識重視」の極 
伝統的な教育 

「態度重視」の極 
「進歩主義」「子ど 
も中心主義」 

習評価を授業改善や個に応じた指導の充実につな

げられている」と感じていない教師が約２９％おり

ます。そこで，教師が負担を感じずに授業改善と

指導の充実に生かすことができる学習評価の開発

が必要であることを示唆しています。

（３）学習評価の今後の方向性

・学習指導にかかわるPlan，Do，Check，Action

のサイクルの中で，学習評価を通じ，授業の改

善や学校の教育活動全体の改善を図ることが重

要であり，以下の３つの考え方を中心に学習評

価を改善する。

�きめの細やかな指導の充実や児童生徒１人ひ
とりの学習の定着を図ることのできる「目標

に準拠した評価」による「観点別学習状況の

評価」や「評定」を着実に実施する。（学習

評価のあり方の大枠は維持し，深化を図る。）

�学習評価においても学習指導要領等の改正の
趣旨を反映する。

�学校等の創意工夫を生かす現場主義を重視し
た学習評価を促進する。

学習評価を，教育活動の展開における「計画→

実施→振り返り→試行」における「振り返り」の中

に位置づけ，教育活動の改善の一連のプロセスと

して位置づけていることがわかります。また，「過

程としての成果」に加え，「結果としての成果」を評

価することが学習評価には求められるようになり

ました（指導の説明責任と指導の結果責任）。この

「結果としての成果」は，「基礎的・基本的な知識

及び技能の確実な習得」と「これらを活用して課

題を解決するために必要な思考力・判断力・表現

力」，「主体的に学習に取り組む態度」を具体化した

姿になると考えられます。加えて，各学校の創意

工夫を大切にし，各学校での組織的，かつ協働的

に取り組む現場主義の重要性を示唆しています。

（４）観点別学習状況の評価のあり方

・学習状況を分析的に見る「評価の観点」について

は，成績つけのための評価だけでなく，指導の

改善に生かす評価においても重要な役割である。

・そのため，今回，学習指導要領等で定める学力

の３つの要素に合わせ，評価の観点を整理する

こととし，おおむね，�基礎的・基本的な知識・
技能は「知識・理解」「技能」において，�こ
れらを活用して課題を解決するために必要な思

考力・判断力・表現力等は「思考・判断・表現」

において，�主体的に取り組む態度は「関心・
意欲・態度」において，それぞれ評価を行うこ

とと整理する。

・各教科の評価の観点は上に示した観点を基本と

しつつ教科の特性に応じて設定する。

「評価のための評価」ではなく，「指導や学習の

ための評価」として機能することの重要性が叫ば

れています。また，そのために，評価する観点を

明確にし，体育では，教科の特性からこれまでと

同様に「運動や健康・安全への関心・意欲・態度」

「運動や健康・安全についての思考・判断」「運動

の技能」「健康・安全についての知識・理解」が

提示されています。

（５）学習評価にかかわる学校における組織的な取

り組みと国や教育委員会等の支援

・学校，設置者，都道府県，国は，学習評価にお

けるそれぞれの役割を果たし，教師の負担感の

軽減を図りつつ，評価の妥当性・信頼性を高め

ることが必要である。

・学校，設置者においては，学習評価に関する規

準や方法のいっそうの共有化や教師の力量の向

上を図るなど組織的に学習評価に取り組むこと

が重要である。

・また，児童生徒や保護者に対して，評価結果の

説明を充実することも重要である。

・国・都道府県等においては，学習評価に関する

研究を進め，参考となる評価の観点等を示すと

ともに，学習評価にかかわる具体的な事例を収

集・提示する。

・その際，情報通信技術を活用し，学校や同一地

域で評価関係資料を共有したり，指導要録の電

子化を進めたりすることにより事務の改善を推

進することも重要である。

〔図１〕カリキュラム改革の振り子（志水，２００５）
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これまで，評価は教師１人の責任に任されてい

たところがあるように思われます。そのため，複

数学級からなる学年集団では，教師が隣のクラス

の教師の評価を気にすることもしばしばです。こ

のような様子から「目標に準拠した評価」といい

ながらも，その目標という基準はあいまいである

ことがわかります。また，その基準に照らしたと

きの価値判断の尺度もさまざまであり，教師の主

観に任されていたといえます。このことに対して，

学校や行政が支援をし，教師の肉体的かつ精神的

な負担を減らしていくためのしくみと情報の提供

が求められていると考えられます。また，この取

り組みを共有化し，教師の力量が形成されていく

教師教育の機会として学習評価を考えていく必要

もあります。さらに，目覚ましく進歩している科

学技術を応用して評価の負担を軽減したり，学習

成果を共有したりすることも大切です。これは，

学校内と学校外を容易に結びつけます。このよう

に，評価規準が共有されていくことで，教師，保

護者，地域が一体となった授業づくりが展開され

ることを期待しているといえます。

２ 小学校体育における学習評価の考え方

（１）学習評価の機能

学習評価の機能には，「�児童の自己理解・自
己評価を促す，�指導の成否を確認し，指導を改
善する，�成績などをつけるために生かす」とい
う３点があるといわれます。審議の中間まとめで

は，�と�については強調されて明記されている
ものの，�についての言及が少ないように感じま
す。そのため，教師側からの一方的な評価に終始

するという現状を脱する提言がなされていないよ

うな印象を受けます。しかし，Puckett ＆ Black

（１９９４）が主張するように学習と指導と評価は一

体の関係であり，評価の主体者は教師だけでなく，

児童であることも忘れてはいけません。また，体

育では，技能に偏って評価される傾向にあり，他

の評価の観点が技能に強く影響されやすいともい

われます。さらに，授業以外で学習したことが評

価の対象になってしまうことが問題として指摘さ

れます。以前，学生から「バスケットボール部に

所属していたわたしは，バスケの授業で，ゲーム

に参加しなくても高い評価を受けました。それは，

なぜですか？」という質問を受けたことがありま

す。これは，バスケ部で培ったパフォーマンスを

評価対象にしていて，授業では，学習したことに

対しての指導の説明責任や結果責任を果たしてい

ないことへの疑問として質問されたものでした。

このような事例は，「目標に準拠した評価」におい

て，すべての児童に対して一定の尺度で評価する

ことが難しいことの表れでもあり，個に応じた評

価規準が必要とされることを示唆しているともい

えます。教師は，パフォーマンスの高低にかかわら

ず，すべての児童に対し，指導し，その指導に対し

て説明責任と結果責任を負わなければなりません。

（２）評価の４つの観点

評価の４つの観点には変更がない方向で進むよ

うですが，その位置づけには変化があると思われ

ます。

昭和５２年の学習指導要領を踏まえ，各教科の評

価の観点として，「関心・態度」が共通して示さ

れました。平成元年の学習指導要領の改訂に伴い，

「自ら学ぶ意欲の育成や思考力や判断力などの能

力の育成に重点を置くこと」が明確になり，評価

の観点は，「関心・意欲・態度」「思考・判断」

「技能・表現（又は技能）」および「知識・理解」

の順で示し，構成されるようになりました。そし

て，主体的に「みずから問題を発見し，みずから

の方法で，みずから問題を解決していく」という

「めあて学習」に大きな注目が集まりました。この

考えは，平成１０年の学習指導要領にも基本的には

踏襲され，評価の観点は，「関心・意欲・態度」「思

考・判断」「技能・表現」「知識・理解」で構成するこ

ととされました。一方，平成２０年の改訂では，

「基礎的・基本的な技能の確実な習得」が強調され，

「基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ，

これらを活用して課題を解決するために必要な思

考力・判断力・表現力，その他の能力を育むとと

もに，主体的に学習に取り組む態度を養う」と学

習指導要領に明記され，「技能」が強調されてい

ます。しかし，「技能」の確実な定着を問題にし

ながらも，評価の観点では，「関心・意欲・態度」

を先頭に置き，主体的な学習を強調しています。

これは，すべての評価の観点が同様に重要である

ことを強調するものであると思われます。

（３）“エバリュエーション”・“アセスメント”と

“グレーディング”

審議の中間まとめに示される評価と評定は，混

乱しやすいので，これらの概念について整理をし
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学習2

学習3
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エバリュエーション

エバリュエーション

ておきたいと思います。

評価には，大きく分けて，“エバリュエーショ

ン（Evaluation）”と“アセスメント（Assessment）”

があります。“エバリュエーション”とは，一定

の学習活動，授業や単元の終了後に，学習効果の

判定や今後の改善点などについて考える事後評価

といえます。つまり，結果として「何ができて何

ができなかったか」を評価するときに“エバリュ

ーション”が使用されます。その方法の典型が，

スキルテストやペーパーテストになります（指導

の結果責任）。一方，アセスメントとは，児童が

「学習したこと」にかかわるさまざまなデータなど

の情報を収集し，解釈（分析）し，学習ニーズを把握

するという一連の過程である事前評価と考えられ

ます。つまり，学習の過程で生まれた成果を収集

し，「児童の学習活動の意味や有効性を解釈，展

望していく」評価がアセスメントといえます。そ

の方法は多様で，スキルテストやペーパーテスト

はもちろんのこと，学習カードの記録，観察，授業

中のやりとりなどをも含みます（指導の説明責任）。

「評定」は，“グレーディング（Grading）”であり，

「評価」によって得られた情報をもとに，記号や

数字などの客観的な数量的情報に評価を変換する

営みになります。すなわち，「成績つける」とは，

一般的には，この「評定」を指します。これらを

整理すると〔図２〕のように考えられます。

３ 小学校体育における学習評価の進め方

教師や児童は，学習や指導と表裏一体となった

評価を常に行いながら授業の中で行為し，さまざ

まな情報をもとにして，学習や指導の方向性を決

め，足跡を残していきます。この評価は，“アセ

スメント”といえます。この際，「学習している

こと」は，「心と体が一体となった」全体性を帯

びた行為として表出しています。すなわち，４つ

の観点にバラバラに分けて評価をすることは難し

く，それらをすべて含めた全体的な姿として評価

していくことが大切です。そして，これらの情報

は指導の説明責任として蓄積されていきます。ま

た，客観的に学習や指導を見直すことも大切です。

つまり，ある一定期間の学習を価値づける“エバ

リュエーション”が重要です。ここでは，４つの

評価の観点から振り返ることによって分析的に学

習状況を把握し，指導の結果責任を果たしていき

ます。すなわち，細かな観点に分けずに学習を見

取り（とらえ），評価の観点ごとに振り返るとい

う２つの評価の位相から評価計画を立てる必要が

あるでしょう。そして，このような未来志向型の

評価によって，「やってみる―ひろげる―ふかめ

る」（細江他，２００９）という探究過程としての学

習過程が促されると考えます。

さらに，学期の終わりなど，ある程度，長い期

間の学習を振り返り，「学習してきたこと」の価

値を客観的な数字や記号に変換し，評定すること

で，児童・教師・学校・保護者・地域が学習を共

有することができ，それらが一体となった体育を

めざすことが可能になると思われます。

おわりに

評価に強い嫌悪感をもっている先生方も多いの

ではないでしょうか？ わたし自身，小学校で教

員をしていたとき，評価などなければいいのに，

と思ったことがありましたし，評価をする難しさ

を常に感じていました。ときには，その意味さえ

疑ってしまうこともありました。しかし，教師が

指導し，児童が学習する行為は，評価をなしに語

ることができません。それが，学習の大きな原動

力となり，指導の大きな支えになるものとして位

置づけられていくことが重要です。評価の考え方

が，これまでの体育の考え方を邪魔してきたよう

にも感じます。わたしたちは今，大きなチャンス

を得たのではないでしょうか？ このチャンスを

自分のものにして，よりよい体育の創造を目指し

ていきましょう。（すずき・なおき／体育科教育学）
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〔図２〕評価の構造

羅針盤／小学校体育科におけるこれからの評価の考え方と進め方 ● 27


